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　乳がんの放射線療法は主要な治療法の一つです。乳房温存療法が早期乳癌の標準治療となり本邦の乳がん治療の中
に導入されて 25 年以上が過ぎました。殆どの医療機関では，温存術後の乳房照射の患者さんが放射線療法患者さん
のなかで多くの割合を占めているのではないでしょうか。
　本書では全ての医療スタッフが乳がんに対する放射線療法とはこういうことなのかと一目瞭然になるように，それ
ぞれの放射線療法の詳細と，実際の臨床での放射線療法の役割と適応，方法を網羅することを心がけ，第一線で活躍
する方々に執筆を依頼しました。特に乳がんに関して専門職ができつつある看護については，看護の実際からセクシャ
リティーに関する問題まで取り上げております。
　本書が放射線腫瘍医だけでなく，乳腺外科医や形成外科医，腫瘍内科医，看護師，診療放射線技師，医学物理士，
臨床心理士，薬剤師など，全てのメディカルスタッフの座右の書となり，乳がんに関するチーム医療がより充実し，
各職種が放射線療法を通じて繋がることを確信いたします。また，学生の方にも放射線治療を理解する上で，基礎か
ら実施臨床にわたり，分かりやすく理解いただける内容となっております。
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　下記の申込書をご送付ください。本と一緒に請求書・郵便振替用紙を同封いたしますので，到着後2週間以内に
お振り込みください。E-mailでも受付けます。
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